

















私は 1928 年に京都府福知山で生まれました。5 才まで福知山に居ましたが，父が軍人で
あったために，そのあと佐世保，満州，大阪，諫早と住所が転々と変わりました。
これは佐世保の幼稚園時代です。左側が弟です。












住吉中学 4 年生であった 1944 年の夏のことですが，戦況が悪くなり大阪が危なくなり
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ましたので長崎県諫早に疎開しました。ところが 9 月 1 日に諫早中学に初登校しましたと
ころ直ちに勤労動員され，海軍航空廠で働かされることになりました。工場で働き出して
約 1 年後の 1945 年の 8 月 9 日に長崎に原子爆弾が落ちました。その日は朝 11 時に空襲警
報が出たので，我々は防空壕に行かずに工場のすぐそばの丘に登って空を見ました。B29
が 1 機北から飛んで来て長崎の上空でパラシュートを 2 つ 3 つ落しました。それには種々








































私は特別に作ってもらった Soxhlet 装置を使い水素ガス中で 500 g の乾燥ウミホタルか
らルシフェリンを抽出精製しようとしました。これが特製の Soxhlet 装置です。大きくて








抽出精製は昼夜兼行 5 日間かかる実験でしたが，試行錯誤の末 500 g の乾燥ウミホタル






































































は酸性度，即ち pH によって変わるであろう。私はすぐにラボにもどり，種々の pH の緩































にピークがありましたので AF350 と命名しました。我々は AF350 の構造を調べる事にし
ました。しかし 1 mg の AF350 を得るには 150 mg のイクオリンが必要で，そのためには




クラゲから発光物質を抽出し，夕方は 7 時から 9 時まで毎日翌日使うためのクラゲを採集
しました。毎日 15 時間労働でした。我々のラボはまるでクラゲ工場のようになりました。










ているところです。2 人で 1 時間に 1,200 匹のクラゲが切れます。これはイクオリンの抽
出を行っているところです。



















1979 年に貯めておいた GFP を使ってその蛍光の元である発色団を調べました。一回の実
験に数年かかって貯めた 100 mg の GFP を使い，まず GFP を酵素で小さいペプチドに分解
して，できた無数のペプチドから発色団をもつペプチドを選びだして精製しました。最初






しかし GFP の場合は，タンパク質自身の中に蛍光発色団が組み込まれていて 1 分子なの






1992 年に Douglas Prasher が GFP のクローンをつくりました。そして 1994 年には Martin
Chalfie が GFP を生きた生物中に発現できることを示しました。これは Martin Chalfie の報
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告が載っているサイエンスマガジンの表紙です。これは，線虫でグリーンの GFP が発現













起きていたら GFP は発見されず，現在 GFP は存在しないでしょう。
今日お話ししたのはウミホタルとクラゲの発光の研究についてだけですが，最初お話し
しましたように地球上には無数といってよいほど色々違った発光生物が存在します。しか
し，その大部分は化学的には未解決です。イクオリンと GFP の発見でも明らかなように，
発光生物は変わった化合物や思いがけない珍しい反応の宝庫，宝の蔵であります。しかし，
現在，生物発光の化学を研究する人はほんの僅かです。一般に，生物発光の化学的研究は
難しくて成功率が低いと思われているようです。私は若い人に元気を出してほしいと思い
ます。発光生物にかぎりません。どんな分野でもいいから興味のある問題に遭遇したとき
は，それが難しそうだなどといわずに積極的にチャレンジして下さい。難しい事ほど達成
したときの喜びは大きいものです。
どんな難しいことでも，努力すれば何とかなる。絶対諦めないで成功するまで頑張ろう。
努力あるのみです。皆さん頑張って下さい。
ご清聴ありがとうございました。
